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HTTR 原子炉施設における停止機能、冷却機能、閉じ込め機能の安全機能を有する施

設は、いずれも原子炉設置許可申請書において、耐震設計上の重要度分類が As 又は A

クラスに分類されている。 

HTTR 原子炉施設では、後述の評価結果から、これら３つの安全機能のうち、停止機

能及び閉じ込め機能（原子炉冷却材圧力バウンダリを除く）が維持できれば、周辺の公

衆に対して過度の放射線被ばくを及ぼすおそれはない。よって、これら２つの安全機能

を有する施設を、Sクラスとなる設備・機器として評価対象施設に選定し、耐震安全性

の確認を実施する。また、炉心の形状維持及び使用済燃料中の放射性物質の放散防止の

観点からも評価対象施設を選定する。 

・停止機能   ：制御棒、制御棒駆動装置、後備停止系 

・閉じ込め機能 ：原子炉格納容器、原子炉格納容器バウンダリに属する配管・弁、 

非常用空気浄化設備 

・炉心の形状維持：原子炉圧力容器、炉内構造物 

・使用済燃料中の放射性物質の放散防止： 

使用済燃料貯蔵設備貯蔵プール、使用済燃料貯蔵設備貯蔵ラック 

 

さらに、これらの主要設備の補助設備、直接支持構造物、間接支持構造物、相互影響

を考慮すべき設備として、以下に示す施設を評価対象とする。 

・ 原子炉建家*1、使用済燃料貯蔵建家*1、排気筒（*1: 天井クレーンを含む） 

・ 原子炉圧力容器の支持構造物 

・ 原子炉保護設備、工学的安全施設作動設備 

・ 非常用電源設備、制御用圧縮空気設備 

 

なお、原子炉設置許可申請書において耐震重要度 As 又は A クラスのうち、以下の施

設については、その機能喪失を仮定しても周辺の公衆に対して過度の放射線被ばくを及

ぼすおそれがないため、基準地震動 Sｓを用いた耐震性の確認を行わない。 

・ 原子炉冷却材圧力バウンダリに属する容器・配管・循環機・弁（原子炉圧力容器

を除く） 

・ 補助冷却設備、炉容器冷却設備、補機冷却水設備 

・ 1 次ヘリウム純化設備、破損燃料検出系、１次ヘリウムサンプリング設備 

 

以上の結果、HTTR 原子炉施設において耐震安全性を確認する対象施設をとりまとめ

たものを表１に示す。 

 

上記の評価対象施設の選定にあたり、想定した地震発生時のシナリオ及び地震想定影

響の評価結果を以下に示す。 
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1) 地震発生時のシナリオ 

地震により、原子炉圧力容器を除く原子炉冷却材圧力バウンダリが破損し、炉心の全

被覆燃料粒子の１％の被覆層破損を想定した放射性物質が原子炉格納容器内に充満し、

その一部がサービスエリアへ漏出する。このとき、原子炉は自動停止し、また、原子炉

格納容器を隔離するとともに、非常用空気浄化設備を作動して、サービスエリア内を負

圧に維持し、サービスエリアの空気を浄化して環境に排気管（排気筒で間接支持）によ

り放出する。 

地震想定影響の評価については、原子炉設置許可申請書の｢1 次冷却設備の二重管破

断事故｣（減圧事故）の被ばく評価と同じである。 

燃料の健全性については、減圧事故時の想定に加えて、炉容器冷却設備の不作動を仮

定しても、燃料最高温度は初期値を上回ることなく、燃料破損を生じることはない（原

子炉設置許可申請書）。したがって、周辺の公衆に対して過度の放射線被ばくを及ぼす

おそれはない。 

 

2) 地震想定影響の評価結果 

減圧事故による敷地周辺の実効線量の評価結果は、約 1.4mSv である（原子炉設置許

可申請書）。また、減圧事故に含まれない原子炉格納容器外の 1 次ヘリウム純化設備、

破損燃料検出系、及び１次ヘリウムサンプリング設備の破損、並びに気体廃棄物処理設

備の破損による実効線量の合計は約 0.25mSv*２である。したがって、地震想定影響（実

効線量の総計）は約 1.7mSv であり、周辺の公衆に対して過度の放射線被ばくを及ぼす

おそれはない。 

 

（*2：破損燃料検出系破損事故及び 1次ヘリウムサンプリング設備破損事故は、１次ヘリウム純化設備破損

事故に包絡される。このため、これらの事故による影響を求めるため、1 次ヘリウム純化設備破損事

故時の実効線量である約 0.079mSv（原子炉設置許可申請書）を保守的に３倍し、気体廃棄物処理設備

破損事故時の実効線量である約 0.015mSv（原子炉設置許可申請書）と足し合わせている。） 

                   以上 
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表１ HTTR 原子炉施設における耐震安全性確認対象施設 

 

評価対象 施設等の内訳 

基礎地盤 原子炉建家基礎地盤 

建物・構築物 

（Bクラス） 
原子炉建家*1、使用済燃料貯蔵建家*1、排気筒 

原子炉本体 
原子炉圧力容器、原子炉圧力容器の支

持構造物、炉内構造物 

核燃料物質の取扱施

設及び貯蔵施設 

使用済燃料貯蔵設備貯蔵プール、使用

済燃料貯蔵設備貯蔵ラック 

原子炉冷却系統施設 評価対象施設なし 

計測制御系統施設 

制御棒、制御棒駆動装置、後備停止系、

原子炉保護設備、工学的安全施設作動

設備 

原子炉格納施設 

原子炉格納容器、原子炉格納容器バウ

ンダリに属する配管・弁、非常用空気

浄化設備 

機器・配管系 

（As, A クラス） 

その他原子炉の附属

施設 
非常用電源設備、制御用圧縮空気設備

地震随伴事象 津波、周辺斜面 

  *1：天井クレーンを含む。 

 
 


